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生絲の日光曝露に依る影響（豫報）
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各ユ0本に就てのユF均値は下衷及圓に示す如し。

　　　　　　第　一一．表　　生綜のi繊力、仲度と曝露時間との1暑制係。
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第二表　　廻帥kに浸して乾かしたる盤綜の強力及伺慶と曝鋤ζ時幽疑の關係
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その傾向は同様で・｝’1光il暴露時胤鮒ればf【三綜は著るしく彊ブ」碍可1度に於て裁少しておる。然
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時の挙節の遊・從つて口光のiJII搦共の伽刈嚇により～kぜるものなるべし。期懸を食塩水に

浸して乾かし後曝露せるものは、処にその影轡穴なるを見るのである。
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v，考　　　察

　本實験の範圃内に於て老察するに、食塩水に浸したる生縣に就いても、然らざるものに就い

ても・日光曝露の結某は強力及伸度に於て・共に略々ll暴露時闇に比例して城少するを認む。

而して曝露40～50罰欄以後1’・±影響の急逃なる傾晩認む。之等の程幽職1瀬により、季

節により（日光の強溺）その弛の事桔により多少の遊ありc’）而して本調／el，　iEによる曜は、70時聞

曝露に於ては張力に於て22％、仲度1こ於て3〔，％の減少を示す。

食塩水に浸した場伽この影簿学雅顯肱り、、（A’Tareh．51935）

　　　　　　　　　　　　　（於　上則駿綜專門馴交物週lll學教室）


